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           平成 18年 3月期 通期業績予想の修正
               および特別損失等の発生に関するお知らせ

　最近の業績の動向等を踏まえ、昨年 11月 16日の中間決算発表時に公表した平成１８年３月期（平
成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）の業績予想を下記のとおり修正し、併せて特別損失等の発
生についてお知らせいたします。

記

１．１８年３月期の業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２８,５００ ９３０ １,１４０

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３０,３００ １,１１０ １,３２０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １,８００ １８０ １８０

増 減 率            （％） ６.３ １９.４ １５.８

（ご参考）
前期実績（平成１７年３月期）

２７,３５７ △４１５ △２４５

（金額の単位：百万円）

２．１８年３月期の連結業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）

売　上　高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３４,０００ １,１２０ １,２２０

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３６,３００ １,６３０ １,４８０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ２,３００ ５１０ ２６０

増 減 率            （％） ６.８ ４５.５ ２１.３

（ご参考）
前期実績（平成１７年３月期）

３２,１９７ △２４４ △７４

（金額の単位：百万円）

３．修正の理由
　工作機械が専用機・汎用機とも好調に推移したことなどから、売上高は前回予想を上回る見込みで
す。また、増収による利益増、操業度上昇効果などにより、営業利益が計画値を上回るため、貸倒引
当金繰入額約 2億 5千万円（単独：営業外費用）、同約 2億 4千万円（連結：特別損失）をそれぞれ計
上するものの、経常利益・当期純利益とも前回予想を上回り上記の損益となる見込みです。

４．貸倒引当金繰入額について
　当社の連結子会社である西部産業株式会社が、財務内容の悪化した販売代理店に対する売上債権及
び貸付金につき、貸倒引当金約 2億 4千万円を設定し、同繰入額を平成 18年 3月期において特別損失
として計上するものです（連結）。これに伴い西部産業株式会社が債務超過となるため、当社が同社に
対する貸付金について、貸倒引当金約 2億 5千万円を設定し、同繰入額を平成 18年 3月期において営
業外費用として計上します（単独）。

以　　上


